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日本発生生物学会への 火退会，住所・ 所属変更，会費納入，および 出版物 (DGD, イン 

フ オメーション・サーキュラ 一など ) の郵送については ，上記の日本学会事務センタ 一に書 

面 でお問い合わせ 下さい。 

サーキュラ ー への投稿 募ま提 

日本発生生物学会サーキュラ ーは 会員の皆様の 情報誌として ヰ 3 回発刊されます。 

学会に対する 提言，研究雑感，実験手法，学会見聞記，関連学会案内，書評等どの 

ような内容でも 結構ですので ，是非事務局にお 寄せ下さ       

宛先 : 〒 444 岡崎市明大寺 W 字 西郷 中 38 番地 

基礎生物学研究所・ 生殖研究部門内 

日本発生生物学会事務局 

FAX : 0564 一 55 一 7556 

  

  

  



  
    

 
 

 
 

"  .  業務 ト 。 容 
設計，監理・ 施工業務 

・水族館、 水産試験場、 大学、 研究所、 臨海実験所、 栽培漁 

業センタ一など 水生の生物が 係 わりを持っ施設の 建物およ 

び建物附属設備の 企画、 設計、 監理および施工。 

・建物および 建物附属設備の 設計、 監理および施工。 

・水生生物飼育用環境調節設備の 設計、 監理および施工。 

・動植物円環境制御設備の 設計、 監理および施工。 

・その他一般空気調和設備、 給排水設備、 衛生設備および 電 

気設備などの 設計、 監理および施工。 

機器開発、 製作、 販売業務 

・生物の環境制御に 必要な各種機器の 開発、 設計、 製作およ 

び 販売。 

  スイミングプール 用各種機器の 開発、 設計、 製作および 販 
  
ヶ ⅠⅠ 

  

  
  ▲福山大学マリンバイオセンタ 一 大型飼育本柏 1 50m'   

  

 
 

2 . 捷 99 ゑび 義仁 

加熱冷却関連機器 

加熱ユニット / 冷却ユニット / 加熱冷却 ュニ、 ソト / チタン 

ヒーターノチタン 製ルート式， 投込式 ，プレート式熱交換 

器 

測定記録制御機器 

温度調節 器ノ測温体 /pH, DO, 塩分温度制御装置Ⅰ圧 
力調整器 / 水質測定器 

桓温、 定温 器 、 温度勾配装置 

低温桓温循環 水柏 / 恒温循環水槽Ⅰ 禧温 飼育 柏 / 湿度勾配 
装置 / 超小型インキュベーターⅠ超小型電子式正 連 恒温 柚 

/ ゼットコンデンサーⅠ桓温コンチナ 一 / 恒温 ポ ツクスノ 

ポータブルインキュベーター 

無菌、 殺菌、 5 週装置 

海水用流水殺菌装置Ⅰオゾン 紫外線流水殺菌装置 / 流水式 

加熱滅菌装置Ⅰ無菌 5 週 器 / 本城 式 プランクトン 

Ⅰ脱塩素装置 ノ 活性炭フィルターⅠ自助成洗浄ふるい 機 
環境調節装置、 桓温室 
マルチハィデンス 装置 / 水生生物環境調節装置イヤリ ィ ； 

飼育水槽Ⅰ加熱冷却 ろ遇 循環ユニ。 y ト / 水平垂直温度勾配 

反応試験装置Ⅰ魚介類飼育用加圧水槽 / 潮汐本柏Ⅰ渓流の 
ぞき水槽 / 回流水槽Ⅰ加圧 式 インキュペ - ターⅠ魚介類呼 
吸 量 測定装置Ⅰ塩分濃度調節装置 / 藻類培養装置 / 海草育 

成増 / 魚類選好 忌 6% 温度試験装置Ⅰ活魚輸送車 / タ イド プ 
ールⅠ低湿生物飼育培養室 / 恒温室 / プレハブ冷蔵 庫Ⅰ功 

物飼育蚕Ⅰ木村 式 多段式ふ化槽 

飼育用品、 医薬品 

ガラス、 アクリル、 FRP 、 ポリカーボネート 等各種水槽 

/ フィルターノ 水 ポンプ / 空気ポンプ / エアーストン ノ 酸 
素分散 器 / エアーコックⅠジョイントⅠ照明装置 / 自助ラ 

イトコントローラノ 砂 、 砂利、 大破 砂 、 珊瑚 砂 、 天然ゼ 

オライト等 ろ材 / 人工海水 ノ 動物用 ( 鍛 質点 f8) 医薬品 / 
温度計 / 比重計ノビニールホースノ 網 

プール用品 

八 遠洋水産研究所 恒温生物飼育実験室 用 屋外冷却 殺備 

  

  照明用、 観察用水中 窓 / 水中照明装置 ノ 水門 ▲東京都立大学水棲生物飼育施設内のマルチハイ ヂ ンス装置 
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第 54 回 (1995 年度第 2 回 ) 運営委員会 

第 54 回運営委員会は、 1995 年 5 月 28 日午後 5 時よりアイリス 愛知 ( 名古屋市 ) において 開 

催された。 

出席者 ( 敬称略 )      岡田 益吉 ( 会長 ) 、 長濱嘉孝 ( 幹事長 ) 、 星 元紀 ( 表編集主幹 ) 、 安部 

員 一 、 井出宏之、 江口吾朗、 黒岩 尾、 近藤詩人、 佐藤雑行、 嶋田 拓 、 

白井浩子、 竹 市 雅俊、 東中川 徹 、 藤澤 肇 、 八杉貞雄、 吉国通 庸 ( 会 

計幹事 ) 、 田中 実 ( 庶務幹事 ) 、 浅島 誠 ( ォ ブザーバ づ 

  ) 1. 会長挨拶 

2. 報告事項 

1) 会員数の推移 

1995 年 7 月現在の会員数は 1170 名で、 内訳は、 正会員 908 名、 学生会員 251 名 、 賛助 

会員 7 名。 昨年 12 月との比較で 34 名増加。 

2) Circular80 号はすでに会員に 配布済み。 81 号は 9 月半ばに発行予定。 

3) 1995 年度山田科学振興財団研究援助に、 本学会より名古屋大学，依田欣哉氏を 推薦 

することとした。 

4) DGD 編集 

 
 

星編集主幹から、 DGD 編集委員会、 DGD の編集状況、 及び DGD の刊行が本年 

1 何 より Blarkwell 社に変更になったことに 伴う諸事等、 ほ ついて説明があ った。 

また、 学会員による DGD への論文投稿を 是非お願いしたいとの 要望が出された。 

5) 日本学術会議 

岡田祐吉・動物科学研究連絡委員会委員より、 1995 年 5 月 10 日に開催された 上記 委 

貝金 は ついての報告がなされた。 その中で、 日本学術会議第 121 回総会での伊藤正 

男・日本学術会議会長に よ る総会基調報告「日本学術会議の 課題 一 高度研究体制を 

目指して 一 」の概略、 発生生物学専門委員会の 設置、 国家公務員採用試験 ( 第一種 ) 

に 「生物」を新しく 含める件、 生物教育用語集の 作成等、 について説明がなされた。 

なお、 生物教育用語集に 関しては先に 用語集委員会よりその 内容について 本学会に 

意見を求められており、 すでに一部の 運営委員を含む 数名の学会員の 方々に検討を 

一 Ⅰ 一 



依頼している 旨の報告が事務局からなされた。 

6) 1995 年度大会 

藤澤 肇氏 ( 大会委員長 ) ょ り、 第 28 回大会の参加者数、 演題数などについての 報 

告がなされた。 演題数は 264 ( 昨年上 ヒ 22% 増 ) で、 その内訳は、 口頭発表Ⅱ 6 、 ポス 

  

ター 148 であ り、 その他にワークショップ 3 件。 大会の規模は 年々増加の傾向にあ り、 

これに伴う今後の 大会運営について 検討すべき時期がきているとの 感想が述べられ 

た。 また、 愛知県、 名古屋市、 大幸財団等からの 援助に対して 感謝の意が表された。 

7) 1996 年度大会 

第 29 回大会は、 佐藤知行成 ( 京都大学・理学部・ 動物 ) を大会委員長として、 京都 

会館で開催されることが 確認，された。 

3. 審議事項 

1) 古国通 庸 会計幹事より、 岩松 司 、 尾 里 建二郎市会計監査委員 よ り監査を受けた 

  

1994 年度決算案の 説明がなされ、 審議の結果承認された ( 後掲 ) 。 

2) 古国通 庸 会計幹事 よ り、 1995 年度予算案の 説明があ り、 審議の結果一部修正の 上、 

原案通り承認された ( 後掲 ) 。 

3) 科学研究費補助金審査委員候補者 ( 一段審査 3 名、 2 段審査 2 名 ) を選出した。 

4) 1997 年度大会 

第 30 回大会は、 筑波大学の担当で 開催されることに 決定した。 

5) 日本発生生物学会事務局の 移動について 

学会事務局は 平成 8 年度 よ り東京大学の 浅 島 誠 氏に引き継ぐことが 決定された。 

一 2 一 



茸 528 回総会報告 

第 28 回総会は、 1995 年 5 月 30 日名古屋産業貿易 館 において開催された。 議長の黒岩 尾 

氏を選出した 後、 以下の次第で 議事が進行された。 

  

1 , 藤澤 肇 第 28 回大会委員長挨拶 

2, 岡田祐吉学会長挨拶 

3, 報告及び審議事項 

1) 庶務報告 ( 田中 実庶務幹事、 運営委員会報告に 同じ ) 

2) 会計報告 

  古国通 庸 会計幹事より、 1994 年度決算案について 説明があ った後、 岩松鷹司会計監 

査委員 よ り会計監査について 報告があ り、 原案通り承認された。 

3) 同会計幹事 よ り、 1995 年度予算案の 説明があ り、 原案通り承認，された。 

4) DGD 編集委員会報告 ( 星 元紀 DGD 編集主幹、 運営委員会報告に 同じ ) 

5) 日本学術会議報告 ( 岡田 祐 吉・動物科学研究連絡委員会委員、 運営委員会報告に 同じ ) 

6) 長漬幹事長から、 科学研究費補助金審査委員候補者 ( 第一段 3 名、 第二段 2 名 ) を 

選出した 旨 、 報告された。 

7) 佐藤知行第 29 回大会委員長ょ り 開催の挨拶があ った。 

8) 第 30 回大会が、 筑波大学の担当で 開催されることが 承認，された。 

  

ム 日本発生生物学会第 29 回大会のお知らせ 

日時 : 平成 8 年 5 月 2 3 日 ( 木 ) 一 2 5 日 ( 土 ) 
ム 館 ( 会                   場 ) 会場 : 京 都 下 

〒 606 京者 肺 左京区岡崎最勝寺町 3 番地 
Tel  :075 一 771 一 6051  ( 代 ) 

大会準備委員長 : 佐 藤 雑 行 
京都大学大学院理学研究科動物学教室 
Tel : 075 一 753 一 4081 

FaX : 075 一 751 一 6149 

一 3 一 



    

1994 年度決算 
く 一般会計 ノ 

収 入 支 出 

学会費 10,084,840 DGD 印刷費 13.656,667 

DGD 売上げ 3,310 ， 200 DGD 編集 費 2,100 ， 000 

英文校閲 料 275,000 英文校閲 費 500,000 

バックナンバー 43,200 学会事務センター 
超過ぺージ 代 1,322,000 事務委託費 1,396,772 

文部省学術 誌 発送 費 1,2@8,167 

刊行補助金 5,940 ， 000 諸経費 137,447 

広告代 105,000 DGD 保管 費 1%,000   
賛助会費 270,000 大学印刷 

雑収入 26,368 発送 費 ( 食国内外分 ) 1,135,915 

千 U, 自 、 15,279 表紙代 1%,200 

サーキュラ一印刷費 923,910 

要旨 集 印刷費 800,000 

大会援助 費 250,000 

運営委員会経費 418,617 

特別会計より 借入 2,689,671 事務局経費 325,740 

選挙費用 936,386 

国際発生生物学会へ 37,500 

刀へ言十 舛 ， 081,558 円 へ 貢士 舛 ， 195,321 

次年度繰越金 113,763  次年度繰越金 0 
  

合計 24,195,321 合計 24,195,321 

く 特別会計 ノ 

収 入 支 出   

前年度繰越金 2,251,149 

DGD 基金 639,830 

第 27 回大会より 601,099 

テレホンカード 売上げ 16,000 

テレホンカード 在庫 分 59,210 

一般会計に貸出 2,689,671 

テレホンカード 在庫 分 59,210 

次年度繰越金 818,407 

イ 平吉 士 3,567,288 ギ モ言 十 3,567,288 

一 4 一 
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収 入 支 出 

学会費 10,718,000 D  G  D  干 Ⅰ f ニテ 費 6,798,000 

賛助会費 330,000 D  G  D  編集 費 2,100,000 

文部省学術 誌 英文校閲 費 500,000 

刊行補助金 5,940,000  学会事務センター 

広告代 90,000 事務委託費 1,500,000 

別 ackwe Ⅱ 社 より 戻金 1,000,000 発送 費 1,400,000 

雑収入 20,000 諸経費 100.000 

千 U, 自 、 20,000 DGD 保管 費 150,000   
サーキュラ一印刷費 950,000 

要旨 集 印刷費 800,000 

大会援助 費 250,000 

運営委員会経費 400,000 

事務局経費 300,000 

国際発生生物学会へ 37,500 

予備費 300,000 

特別会計へ繰入 2,000,000 

刀へ言十 18,118,000  小計 17,585,500 

次年度繰越金 0  次年度繰越金 532,500 

イ 千言 十 18,118,000 合 言十 18,118,000 

  

  

く 特別会計 ノ 

収 入 支 出 

  
  

前年度繰越金 818,407 テレホンカード 在庫 分 59,210 

一般会計より 繰入 2,000 ， 000 次年度繰越金 2,8 Ⅰ 8,407 

テレホンカード 在庫 分 59,210 

2,877,617 イモ 言十 合計 2,877,617 

一 5 一 



      

1994    度 沃   、 1995    度 沃   に ついて 

1994 年度の決算と 1995 年度の予算について、 DGD 刊行が Blackwell 社へ移行したこ 

とに伴い生じた 変更点について 説明いたします。 

さて、 ご 承知のようにこの 数年間における 当 学会の財政事情は 年々悪化の一途をたどり、 

昨年度の例でも 示されます よ うに DGD 印刷費は学会費の 総額を 300 万円近く超過し、 そ 

れらを特別会計から 充当してきました。 この ょ うな状況を鑑み、 運営委員会や 総会等でご 

審議いただいた 結果、 本年度より DGD 刊行を Blackwell 社へ移行することが 決定され、 

すでに実行に 移されております。 1994 年度決算と 1995 年度予算との 間にみられます 収入・ 

支出の項目及び 金額の変動はこのために 生じたものです。 この移行に伴い、 今年度の DG   

D 刊行費は大幅に 減額される予定です。 この ょう な状態が継続されますと 毎年なにがしか     

の余剰金が生ずることになります。 運営委員会でもこの ょう な余剰金の有効使用について 

いくつかの提案がなされ、 それらについて 検討しました。 しかし、 1995 年は Blackwell 社 

へ移行した初年度であ り、 DGD 刊行に予期せぬ 支出もないとはいえませんので 仝年度の 

余剰金の全ては 特別会計に繰入れすることにしました。 今後もこのような 余剰金が生ずる 

よ うでしたらその 使途について 検討する必要があ ります。 勿論次回の運営委員会でも 検討 

いたしますが、 会員の皆様におかれましてもこの 点についてご 意見、 お考えなどございま 

したら是非事務局までお 知らせ下さい。 1995 年度予算が予定どうり 執行される よ うですと 

日本発生生物学会の 当面の財政的危機は 一応乗り切ることができたことになります。 
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お 絵様で、 DGD の出版もどうにか 順調に進んでおり、 8 月中旬までには 第 4 号がお手許 

に届いたことと 思います。 万一、 第 4 号あ るいはそれより 以前の号が未着の 場合には、 そ 

の旨を Blackwell 社に直接連絡してください。 乱丁、 落丁、 印刷不良等についても 同様 

にお願いいたします。 ご 面倒でしょうが、 DGD の質を上げることにも 繋がりますので、 

よろしくお願いいたします。 なお、 国内から 0031 一 61 一 6238 にダイアルなされば ( 無料 ) 、 

日本語の解る 同社のスタッフと 直接お話になれます。 参考までに編集部にも 問題とその 処 

直 にっき お 教え い ただければ幸 い です。 

国外からの投稿もかなり 増えてきりりましたが、 会員諸氏からの 投稿が頼りであ ること 

は いう 迄もあ りません。 良 い 論文をお送り 下さいます よう、 重ねてお願い い たします。 投 

稿 に際しましては、 次の 4 点につき ご 協力をお願いいたします。 

    投稿規程を遵守してください。 原稿作成双に DGD 最新号巻末の 投稿規程を良く 

読んで下さい。 

  

  

2. 連絡先の氏名、 住所などは英文、 邦文の両方で 記載して下さい。 電話、 ファック 

ス 、 emm 引 l なども、 記入してください 0 著者との迅速、 正確な連絡のために 可 

能 な限り email や ファックスを 利用しておりますが、 著者への連絡は 郵便でな 

ければ困るという 方は、 その 旨ご 連絡下さい。 

3. 投稿後のご連絡に 際しては、 原稿受領通知に 記載されている 原稿の登録番号 ( 例 、 

M  5  95098)  を明記してください。 

4. 改訂 稿 に添付していただく Reviewer への回答は、 英文のコメントについては 

英文でお書き 下さい。 国外の方に Reviewer をお願いすることも 多々あ ります。 

新人会員の方へ : 

DGD37 巻 (1995 年版 ) は 9 月 1 日現在第 4 号まで刊行されております。 本年新しく 

日本発生生物学会の 会員になられた 方で、 まだこれらのバックナンバーがお 手許に 

届いていない 場合は、 学会事務局に 至急お知らせ 下さい。 
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